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　基

　本  
方

　針

　近
年
、我
が
国
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

少
子
・
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
っ
て
、

家
庭
や
地
域
社
会
の
環
境
、
経
済
構
造

等
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
仕
組
み
が
大
き

く
変
容
し
、
さ
ら
に
経
済
情
勢
や
雇
用

環
境
の
厳
し
さ
も
相
ま
っ
て
、
孤
立
死

や
自
殺
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
社
会
的

孤
立
の
問
題
、
経
済
的
困
窮
や
低
所
得

の
問
題
、
虐
待
や
悪
質
商
法
な
ど
の
権

利
擁
護
の
問
題
な
ど
、
地
域
に
お
け
る

生
活
課
題
は
複
雑
・
多
様
化
し
て
い
ま

す
。　こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
福

祉
推
進
の
中
核
的
な
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て

も
、
自
ら
の
使
命
、
存
在
意
義
を
今

一
度
全
役
職
員
が
自
覚
し
、
組
織
の

充
実
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多
様

化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
方
の
早
期
発
見
と
迅
速
、
適

切
な
対
応
の
で
き
る
相
談
体
制
の
充
実

強
化
に
努
め
、
生
活
課
題
を
抱
え
た
人

た
ち
が
、
地
域
の
中
で
孤
立
す
る
こ
と

な
く
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
関
係

機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
そ

の
地
域
に
あ
っ
た
支
え
合
い
の
仕
組
み

を
再
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　今
年
度
も
公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
充
分
に
対
応
で
き
な
い
地
域
の

様
々
な
福
祉
課
題
を
、
地
域
住
民
の
参

加
と
各
種
関
係
機
関
が
連
携
協
働
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
支
援
や
個
別

支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
地
域

の
支
え
合
い
」
機
能
の
構
築
を
図
り
、

“

第
２
次
い
き
い
き
南
城
し
あ
わ
せ
プ

ラ
ン

“    
の
将
来
像
で
あ
る
「
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
、
と
も
に
支
え
、
と
も
に

生
き
る
共
生
の
ま
ち
・
南
城
市
」
の
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　重

　点

　目

　標

  

１
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
事
業
の
推
進

  

２
　子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業

の
推
進
「
居
場
所
の
拡
充
」

  

３
　介
護
保
険
関
連
事
業
の
充
実

と
強
化

  

４
　第
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回
南
城
市
社
会
福
祉
大

会
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開
催
　
　

  

５
　組
織
体
制
の
強
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推
進

　
　事

　業

　計
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　子
育
て
支
援

・
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業
「
居
場

所
の
運
営
」（
市
受
託
事
業
）

・
南
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
市
受
託
事
業
）

　フ
ァ
ミ
サ
ポ
利
用
者
負
担
軽
減
事
業

　頑
張
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サ
ポ
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事
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支
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・
介
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事
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事
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ミ
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（
市
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事
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（
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、
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会
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30
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流
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子
父
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支
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・
受
験
生
応
援
事
業
（
プ
レ
入
試
、
模

擬
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等
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支
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所
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者
支
援

・
生
活
福
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事
業
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歳
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金
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（
困
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活
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、
啓
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活
動

・
社
協
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よ
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行
（
年
６
回
）

・
社
協
ホ
ー
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ペ
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ジ
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
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募
金
運
動
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赤
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、
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南
城
市
社
会
福
祉
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会
の
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催

・
ボ
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テ
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行

・
各
種
福
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通
所
介
護（
デ
イ
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里
、知
念

・
そ
の
他
介
護
予
防
等

   

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理

・
知
念
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
指
定
管
理
施
設
の
受
託
運
営   

　南
城
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

　南
城
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

　南
城
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　南
城
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　

『社協だより』は、赤い羽根募金配分金及び社協会費により発行しています。
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『社協だより』は、赤い羽根募金配分金及び社協会費により発行しています。
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方

　針

　近
年
、我
が
国
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

少
子
・
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
っ
て
、

家
庭
や
地
域
社
会
の
環
境
、
経
済
構
造

等
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
仕
組
み
が
大
き

く
変
容
し
、
さ
ら
に
経
済
情
勢
や
雇
用

環
境
の
厳
し
さ
も
相
ま
っ
て
、
孤
立
死

や
自
殺
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
社
会
的

孤
立
の
問
題
、
経
済
的
困
窮
や
低
所
得

の
問
題
、
虐
待
や
悪
質
商
法
な
ど
の
権

利
擁
護
の
問
題
な
ど
、
地
域
に
お
け
る

生
活
課
題
は
複
雑
・
多
様
化
し
て
い
ま

す
。　こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
福

祉
推
進
の
中
核
的
な
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て

も
、
自
ら
の
使
命
、
存
在
意
義
を
今

一
度
全
役
職
員
が
自
覚
し
、
組
織
の

充
実
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多
様

化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
方
の
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期
発
見
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迅
速
、
適
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な
対
応
の
で
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る
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談
体
制
の
充
実

強
化
に
努
め
、
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活
課
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を
抱
え
た
人
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が
、
地
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の
中
で
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立
す
る
こ
と

な
く
安
心
し
て
生
活
で
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る
よ
う
に
、

地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
関
係
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・
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
そ

の
地
域
に
あ
っ
た
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え
合
い
の
仕
組
み

を
再
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
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携
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取
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と
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に
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の
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ち
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の
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取
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で
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。
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ちびっこ見守り隊 ミニデイボランティア研修会

各種研修会の実施 福祉週間・月間の周知

単位：千円

勘定科目 当年度予算額 前年度予算額 増　　減

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

会費収入 5,366 5,366 0
寄附金収入 3,652 3,652 0
経常経費補助金収入 107,100 103,278 3,822
受託金収入 101,084 89,599 11,485
事業収入 915 1,185 △ 270
介護保険事業収入 123,705 125,479 △ 1,774
障害福祉サービス等事業収入 38,919 35,972 2,947
受取利息配当金収入 341 364 △ 23
その他の収入 2,620 2,077 543

事業活動収入計（1） 383,702 366,972 16,730

支
出

人件費支出 293,742 281,725 12,017
事業費支出 75,193 69,138 6,055
事務費支出 14,191 13,046 1,145
分担金支出 3 3 0
助成金支出 3,797 3,760 37
負担金支出 388 377 11
その他の支出 1,218 1,897 △ 679

事業活動支出計（2） 388,532 369,946 18,586
事業活動資金収支差額 （3）=（1）－（2） △ 4,830 △ 2,974 △ 1,856

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

収 

入 施設整備等収入計（4） 0 0 0

支
出

固定資産取得支出 1,790 0 1,790
施設整備等支出計（5） 1,790 0 1,790

施設整備等資金収支差額 （6）=（4）－（5） △ 1,790 0 △ 1,790

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

基金積立資産取崩収入 4,750 10,900 △ 6,150
拠点区分間繰入金収入 20 20 0
サービス区分間繰入金収入 11,102 12,050 △ 948
その他の活動による収入 5,686 0 5,686

その他の活動収入計（7） 21,558 22,970 △ 1,412

支
出

基金積立資産支出 218 239 △ 21
積立資産支出 52 54 △ 2
拠点区分間繰入金支出 20 20 0
サービス区分間繰入金支出 11,102 12,050 △ 948
その他の活動による支出 7,051 7,779 △ 728

その他の活動支出計 （8） 18,443 20,142 △ 1,699
その他の活動資金収支差額 （9）=（7）－（8） 3,115 2,828 287

　 予備費支出 （10） 4,592 3,086 1,506
　 当期資金収支差額合計  （11）=（3）+（6）+（9）－（10） △ 8,097 △ 3,232 △ 4,865
　 前期末支払資金残高 （12） 8,097 3,232 4,865
　 当期末支払資金残高 （11）+（12） 0 0 0

収入合計　（1）＋（4）＋（7）＋（12） 413,357 393,174 20,183
支出合計　（2）＋（5）＋（8）＋（10） 413,357 393,174 20,183

平成30年度  資金収支予算書 （一般会計）
（自）平成30年４月１日　（至）平成３1年３月３１日

前年度予算額　393，174,000円　　比較増減　20,183,000円

当年度予算額　413,357,000 円

　福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

　
　
　

・
金
銭
管
理
サ
ポ
ー
ト
事
業

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
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テ
ィ
ア
・
市
民

   

活
動
セ
ン
タ
ー

・
ボ
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ボ
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ボ
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テ
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活
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指
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６
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ペ
ー
ジ
・
フ
ェ
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ブ
ッ
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共
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募
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運
動
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赤
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羽
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、
歳
末

た
す
け
あ
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南
城
市
社
会
福
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大
会
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開
催

・
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ラ
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テ
ィ
ア
情
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誌
発
行
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福
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週
間
、
月
間
の
周
知

   

介
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サ
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居
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介
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支
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事
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ラ
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訪
問
介
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ホ
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ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
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通
所
介
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デ
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サ
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ビ
ス
）大
里
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念
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そ
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他
介
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予
防
等
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セ
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タ
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運
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管
理
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知
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福
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指
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管
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受
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運
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福
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セ
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南城市 社協だより 平成29年5月７日平成30年5月７日 （4）第75号南城市 社協だより 第75号（5）

記載した事業以外にも様々な福祉事業を行っています。詳しくは事務局までお問い合わせ下さい。

　
　基

　本  

方

　針

　近
年
、我
が
国
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

少
子
・
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
っ
て
、

家
庭
や
地
域
社
会
の
環
境
、
経
済
構
造

等
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
仕
組
み
が
大
き

く
変
容
し
、
さ
ら
に
経
済
情
勢
や
雇
用

環
境
の
厳
し
さ
も
相
ま
っ
て
、
孤
立
死

や
自
殺
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
社
会
的

孤
立
の
問
題
、
経
済
的
困
窮
や
低
所
得

の
問
題
、
虐
待
や
悪
質
商
法
な
ど
の
権

利
擁
護
の
問
題
な
ど
、
地
域
に
お
け
る

生
活
課
題
は
複
雑
・
多
様
化
し
て
い
ま

す
。　こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
福

祉
推
進
の
中
核
的
な
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て

も
、
自
ら
の
使
命
、
存
在
意
義
を
今

一
度
全
役
職
員
が
自
覚
し
、
組
織
の

充
実
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多
様

化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
方
の
早
期
発
見
と
迅
速
、
適

切
な
対
応
の
で
き
る
相
談
体
制
の
充
実

強
化
に
努
め
、
生
活
課
題
を
抱
え
た
人

た
ち
が
、
地
域
の
中
で
孤
立
す
る
こ
と

な
く
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
関
係

機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
そ

の
地
域
に
あ
っ
た
支
え
合
い
の
仕
組
み

を
再
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　今
年
度
も
公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
充
分
に
対
応
で
き
な
い
地
域
の

様
々
な
福
祉
課
題
を
、
地
域
住
民
の
参

加
と
各
種
関
係
機
関
が
連
携
協
働
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
支
援
や
個
別

支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
地
域

の
支
え
合
い
」
機
能
の
構
築
を
図
り
、

“

第
２
次
い
き
い
き
南
城
し
あ
わ
せ
プ

ラ
ン

“    
の
将
来
像
で
あ
る
「
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
、
と
も
に
支
え
、
と
も
に

生
き
る
共
生
の
ま
ち
・
南
城
市
」
の
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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会
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布
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ポ
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事
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　母
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父
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支
援

・
受
験
生
応
援
事
業
（
プ
レ
入
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模

擬
試
験
等
の
支
援
）

 

　低
所
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支
援

・
生
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福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
実
施

・
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末
義
援
金
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分
（
困
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世
帯
へ
の

援
助
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）

・
生
活
支
援
チ
ケ
ッ
ト
支
給

   

ネ
ッ
ト
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ー
ク
づ
く
り

・
コ
ミ
ュ
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テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
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ワ
ー
ク
事

業
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
）

・
生
活
支
援
体
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整
備
事
業

・
地
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支
え
合
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支
援
事
業

・
フ
ッ
く
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シ
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地
域
福
祉

活
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成
事
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サ
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運
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ふ
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談
所
」（
法
律
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こ
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と
か
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健
康
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）

・民
生
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委
員
活
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支
援（
事
務
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）

・
南
城
市
社
会
福
祉
関
係
機
関
・
団
体

連
絡
会
（
事
務
局
）

福祉体験学習

ちびっこ見守り隊 ミニデイボランティア研修会

各種研修会の実施 福祉週間・月間の周知

単位：千円

勘定科目 当年度予算額 前年度予算額 増　　減

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

会費収入 5,366 5,366 0
寄附金収入 3,652 3,652 0
経常経費補助金収入 107,100 103,278 3,822
受託金収入 101,084 89,599 11,485
事業収入 915 1,185 △ 270
介護保険事業収入 123,705 125,479 △ 1,774
障害福祉サービス等事業収入 38,919 35,972 2,947
受取利息配当金収入 341 364 △ 23
その他の収入 2,620 2,077 543

事業活動収入計（1） 383,702 366,972 16,730

支
出

人件費支出 293,742 281,725 12,017
事業費支出 75,193 69,138 6,055
事務費支出 14,191 13,046 1,145
分担金支出 3 3 0
助成金支出 3,797 3,760 37
負担金支出 388 377 11
その他の支出 1,218 1,897 △ 679

事業活動支出計（2） 388,532 369,946 18,586
事業活動資金収支差額 （3）=（1）－（2） △ 4,830 △ 2,974 △ 1,856

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

収 

入 施設整備等収入計（4） 0 0 0

支
出

固定資産取得支出 1,790 0 1,790
施設整備等支出計（5） 1,790 0 1,790

施設整備等資金収支差額 （6）=（4）－（5） △ 1,790 0 △ 1,790

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

基金積立資産取崩収入 4,750 10,900 △ 6,150
拠点区分間繰入金収入 20 20 0
サービス区分間繰入金収入 11,102 12,050 △ 948
その他の活動による収入 5,686 0 5,686

その他の活動収入計（7） 21,558 22,970 △ 1,412

支
出

基金積立資産支出 218 239 △ 21
積立資産支出 52 54 △ 2
拠点区分間繰入金支出 20 20 0
サービス区分間繰入金支出 11,102 12,050 △ 948
その他の活動による支出 7,051 7,779 △ 728

その他の活動支出計 （8） 18,443 20,142 △ 1,699
その他の活動資金収支差額 （9）=（7）－（8） 3,115 2,828 287

　 予備費支出 （10） 4,592 3,086 1,506
　 当期資金収支差額合計  （11）=（3）+（6）+（9）－（10） △ 8,097 △ 3,232 △ 4,865
　 前期末支払資金残高 （12） 8,097 3,232 4,865
　 当期末支払資金残高 （11）+（12） 0 0 0

収入合計　（1）＋（4）＋（7）＋（12） 413,357 393,174 20,183
支出合計　（2）＋（5）＋（8）＋（10） 413,357 393,174 20,183
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（自）平成30年４月１日　（至）平成３1年３月３１日
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記載した事業以外にも様々な福祉事業を行っています。詳しくは事務局までお問い合わせ下さい。
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図
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支
え
、
と
も
に

生
き
る
共
生
の
ま
ち
・
南
城
市
」
の
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　重

　点

　目

　標

  

１
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
事
業
の
推
進

  
２
　子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業

の
推
進
「
居
場
所
の
拡
充
」

  

３
　介
護
保
険
関
連
事
業
の
充
実

と
強
化

  

４
　第
４
回
南
城
市
社
会
福
祉
大

会
の
開
催
　
　

  

５
　組
織
体
制
の
強
化
推
進

　
　事

　業

　計

　画

　子
育
て
支
援

・
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業
「
居
場

所
の
運
営
」（
市
受
託
事
業
）

・
南
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
市
受
託
事
業
）

　フ
ァ
ミ
サ
ポ
利
用
者
負
担
軽
減
事
業

　頑
張
る
親
子
サ
ポ
ー
ト
事
業

　高
齢
者
支
援

・
介
護
予
防
事
業
（
市
受
託
事
業
）

　地
域
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業

　介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

制
度
事
業

　高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事

業
（
が
ん
じ
ゅ
う
教
室
）

　介
護
予
防
教
室
事
業

　障
が
い
者
支
援

　
　
　

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型
（
市

受
託
事
業
）

・
障
が
い
者
相
談
支
援
（
一
般
、
特
定
、

児
童
）

・
南
城
市
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会

・
声
の
広
報
配
布

・
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
事
業

 

　母
子
父
子
支
援

・
受
験
生
応
援
事
業
（
プ
レ
入
試
、
模

擬
試
験
等
の
支
援
）

 

　低
所
得
者
支
援

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
実
施

・
歳
末
義
援
金
配
分
（
困
窮
世
帯
へ
の

援
助
活
動
）

・
生
活
支
援
チ
ケ
ッ
ト
支
給

   

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
事

業
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
）

・
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

・
地
域
支
え
合
い
支
援
事
業

・
フ
ッ
く
ん
・
シ
ー
ち
ゃ
ん
地
域
福
祉

活
動
助
成
事
業

・
サ
ン
ク
ス
運
動
の
推
進

・「
ふ
く
ふ
く
相
談
所
」（
法
律
相
談
、

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
相
談
）

・民
生
委
員・児
童
委
員
活
動
支
援（
事
務
局
）

・
南
城
市
社
会
福
祉
関
係
機
関
・
団
体

連
絡
会
（
事
務
局
）

福祉体験学習

ちびっこ見守り隊 ミニデイボランティア研修会

各種研修会の実施 福祉週間・月間の周知

単位：千円

勘定科目 当年度予算額 前年度予算額 増　　減

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

会費収入 5,366 5,366 0
寄附金収入 3,652 3,652 0
経常経費補助金収入 107,100 103,278 3,822
受託金収入 101,084 89,599 11,485
事業収入 915 1,185 △ 270
介護保険事業収入 123,705 125,479 △ 1,774
障害福祉サービス等事業収入 38,919 35,972 2,947
受取利息配当金収入 341 364 △ 23
その他の収入 2,620 2,077 543

事業活動収入計（1） 383,702 366,972 16,730

支
出

人件費支出 293,742 281,725 12,017
事業費支出 75,193 69,138 6,055
事務費支出 14,191 13,046 1,145
分担金支出 3 3 0
助成金支出 3,797 3,760 37
負担金支出 388 377 11
その他の支出 1,218 1,897 △ 679

事業活動支出計（2） 388,532 369,946 18,586
事業活動資金収支差額 （3）=（1）－（2） △ 4,830 △ 2,974 △ 1,856

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

収 
入 施設整備等収入計（4） 0 0 0

支
出

固定資産取得支出 1,790 0 1,790
施設整備等支出計（5） 1,790 0 1,790

施設整備等資金収支差額 （6）=（4）－（5） △ 1,790 0 △ 1,790

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

基金積立資産取崩収入 4,750 10,900 △ 6,150
拠点区分間繰入金収入 20 20 0
サービス区分間繰入金収入 11,102 12,050 △ 948
その他の活動による収入 5,686 0 5,686

その他の活動収入計（7） 21,558 22,970 △ 1,412

支
出

基金積立資産支出 218 239 △ 21
積立資産支出 52 54 △ 2
拠点区分間繰入金支出 20 20 0
サービス区分間繰入金支出 11,102 12,050 △ 948
その他の活動による支出 7,051 7,779 △ 728

その他の活動支出計 （8） 18,443 20,142 △ 1,699
その他の活動資金収支差額 （9）=（7）－（8） 3,115 2,828 287

　 予備費支出 （10） 4,592 3,086 1,506
　 当期資金収支差額合計  （11）=（3）+（6）+（9）－（10） △ 8,097 △ 3,232 △ 4,865
　 前期末支払資金残高 （12） 8,097 3,232 4,865
　 当期末支払資金残高 （11）+（12） 0 0 0

収入合計　（1）＋（4）＋（7）＋（12） 413,357 393,174 20,183
支出合計　（2）＋（5）＋（8）＋（10） 413,357 393,174 20,183

平成30年度  資金収支予算書 （一般会計）
（自）平成30年４月１日　（至）平成３1年３月３１日

前年度予算額　393，174,000円　　比較増減　20,183,000円

当年度予算額　413,357,000 円

　福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

　
　
　

・
金
銭
管
理
サ
ポ
ー
ト
事
業

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

・
福
祉
用
具
貸
与
事
業
（
車
イ
ス
・
ベ
ッ

ド
・
歩
行
器
等
）

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

   

活
動
セ
ン
タ
ー

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
相
談
、
登
録
、

斡
旋
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
他     

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
支
援

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
校
の
指
定

    

広
報
、
啓
発
活
動

・
社
協
だ
よ
り
の
発
行
（
年
６
回
）

・
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

・
共
同
募
金
運
動
（
赤
い
羽
根
、
歳
末

た
す
け
あ
い
）  

・
南
城
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
誌
発
行

・
各
種
福
祉
週
間
、
月
間
の
周
知

   

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

・
居
宅
介
護
支
援
事
業
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

・
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
）

・
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）大
里
、知
念

・
そ
の
他
介
護
予
防
等

   

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理

・
知
念
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
指
定
管
理
施
設
の
受
託
運
営   

　南
城
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

　南
城
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

　南
城
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　南
城
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　

南城市 社協だより 平成29年5月７日平成30年5月７日 （4）第75号南城市 社協だより 第75号（5）

記載した事業以外にも様々な福祉事業を行っています。詳しくは事務局までお問い合わせ下さい。
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　3月23日(金)に嶺井公民館において、嶺井ミニデイとあおぞ
ら保育園との交流会が行われました。
　あおぞら保育園の子ども達(5歳児・ツバメ組)が、元気いっ
ぱいにエイサーを披露、利用者さんは満面な笑顔と拍手喝采
でした。
　次に、子ども達とミニデイ利用者さんとのボウリング対決が行
われ、前半戦は、利用者さんがリードしていましたが、子ども達は
利用者さんから投げ方を教えてもらったこともあり、最後は逆転
勝利し大喜びしていました。利用者さんは、驚きの中にも可愛く
てしかたがない様
子で「子ども達は
元気だね～、とて
も楽しかったさ～
(^○^)」と喜びの
声が聞けました。

ボランティアセンター情報
南風原ミニデイでマッサージボランティア

嶺井ミニデイとあおぞら保育園の交流会

　3月15日(木)に大里の南風原区公民館で、声の広報利用者でもある
島袋 勇さんが南風原ミニデイにマッサージボランティアとして、活動し
ました。利用者さんに約10分間にわたり首・腰を中心に、マッサージを
施術。マッサージを受けた利用者さんからは「肩が楽になった・軽くなっ
た♪」と喜びの声が聞かれました。
　島袋さんは、南風原ミニデイだけでなく他のミニデイでも活動してお
り、利用者さんからはとても喜ばれています。
　「自分のできる事をできる時に・・」というステキな活動だと思います。

旧盆お掃除ボランティア募集

万が一の備えに！　ボランティア活動保険！

　南城市社会福祉協議会では、近くに身内のいな
い独居高齢者世帯や障がい者世帯を対象に旧盆
お掃除ボランティアを実施します。個人、団体で
も構いません。「ボランティア活動をしてみた
い！」「その日は活動できそうだな！」という方が
いましたら下記までご連絡下さい。
　あなたの心意気と時間を地域の高齢者や障が
い者のために役立てませんか？

期　日：8月12日、18日、19日(予定)
時　間：調整中
場　所：南城市内
内　容：屋敷内の草刈り、軽度の樹木の枝伐採や
草むしりの他、お話相手のボランティア活動もあ
ります。
備　考：カマや軍手等は持参でお願いします。
※ボランティア活動する際には一度南城市ボラ
ンティアセンターでボランティア登録を行って
ください。

南城市ボランティアセンター(南城市社会福祉協議会)まで
連絡先：南城市社会福祉協議会(本所) TEL : 882－8861(浜比嘉)

　　　 　  南城市社会福祉協議会(玉城支所) TEL : 948－3076(幸喜)

日頃ボランティア活動をされている皆様へ　日頃ボランティア活動をされている皆様へ

　南城市ボランティア・市民活動センターでは、ボランティア活動中におこる様々な事故に対する
備えとして「ボランティア活動保険」への加入をお勧めしています。　
　南城市ボランティアセンターへ登録している個人や団体が対象となります。
一人当たりの年間保険料は基本タイプ３５０円からです。お気軽に南城市ボラ
ンティアセンターまでお尋ねください。
　これから、活動をしたいと考えている方も加入できますo(^▽^)o

※「声の広報」とは、視覚に障がいのある方を対象に市の広報誌等を音声にして
届けるサービスです。

南城市 社協だより 平成30年5月7日平成30年5月7日 （8）第75号南城市 社協だより 第75号（9）



　3月23日(金)に嶺井公民館において、嶺井ミニデイとあおぞ
ら保育園との交流会が行われました。
　あおぞら保育園の子ども達(5歳児・ツバメ組)が、元気いっ
ぱいにエイサーを披露、利用者さんは満面な笑顔と拍手喝采
でした。
　次に、子ども達とミニデイ利用者さんとのボウリング対決が行
われ、前半戦は、利用者さんがリードしていましたが、子ども達は
利用者さんから投げ方を教えてもらったこともあり、最後は逆転
勝利し大喜びしていました。利用者さんは、驚きの中にも可愛く
てしかたがない様
子で「子ども達は
元気だね～、とて
も楽しかったさ～
(^○^)」と喜びの
声が聞けました。

ボランティアセンター情報
南風原ミニデイでマッサージボランティア

嶺井ミニデイとあおぞら保育園の交流会

　3月15日(木)に大里の南風原区公民館で、声の広報利用者でもある
島袋 勇さんが南風原ミニデイにマッサージボランティアとして、活動し
ました。利用者さんに約10分間にわたり首・腰を中心に、マッサージを
施術。マッサージを受けた利用者さんからは「肩が楽になった・軽くなっ
た♪」と喜びの声が聞かれました。
　島袋さんは、南風原ミニデイだけでなく他のミニデイでも活動してお
り、利用者さんからはとても喜ばれています。
　「自分のできる事をできる時に・・」というステキな活動だと思います。

旧盆お掃除ボランティア募集

万が一の備えに！　ボランティア活動保険！

　南城市社会福祉協議会では、近くに身内のいな
い独居高齢者世帯や障がい者世帯を対象に旧盆
お掃除ボランティアを実施します。個人、団体で
も構いません。「ボランティア活動をしてみた
い！」「その日は活動できそうだな！」という方が
いましたら下記までご連絡下さい。
　あなたの心意気と時間を地域の高齢者や障が
い者のために役立てませんか？

期　日：8月12日、18日、19日(予定)
時　間：調整中
場　所：南城市内
内　容：屋敷内の草刈り、軽度の樹木の枝伐採や
草むしりの他、お話相手のボランティア活動もあ
ります。
備　考：カマや軍手等は持参でお願いします。
※ボランティア活動する際には一度南城市ボラ
ンティアセンターでボランティア登録を行って
ください。

南城市ボランティアセンター(南城市社会福祉協議会)まで
連絡先：南城市社会福祉協議会(本所) TEL : 882－8861(浜比嘉)

　　　 　  南城市社会福祉協議会(玉城支所) TEL : 948－3076(幸喜)

日頃ボランティア活動をされている皆様へ　日頃ボランティア活動をされている皆様へ

　南城市ボランティア・市民活動センターでは、ボランティア活動中におこる様々な事故に対する
備えとして「ボランティア活動保険」への加入をお勧めしています。　
　南城市ボランティアセンターへ登録している個人や団体が対象となります。
一人当たりの年間保険料は基本タイプ３５０円からです。お気軽に南城市ボラ
ンティアセンターまでお尋ねください。
　これから、活動をしたいと考えている方も加入できますo(^▽^)o

※「声の広報」とは、視覚に障がいのある方を対象に市の広報誌等を音声にして
届けるサービスです。

南城市 社協だより 平成30年5月7日平成30年5月7日 （8）第75号南城市 社協だより 第75号（9）
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　去っ
た
３
月
20
日
に
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
野
の
花
の
メ
ン

バ
ー
さ
ん
と
家
族
会「
月
桃
の
会
」

で
首
里
城
の
見
学
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ

暖
か
な
陽
気
の
中
、
総
勢
43
人
の

参
加
で
久
し
ぶ
り
の
お
出
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

　90分
掛
け
て
の
首
里
城
散
策
は

高
台
に
あ
る
せ
い
か
思
い
の
ほ
か

き
つ
く
、
日
頃
の
運
動
不
足
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
や
は
り
日

ご
ろ
か
ら
運
動
を
や
っ
て
お
か
な

い
と
だ
め
で
す
ね…

。

　初め
て
見
る
首
里
城
は
赤
瓦
の

屋
根
も
お
城
自
体
も
き
れ
い
な
朱

色
を
し
て
お
り
、
外
部
や
内
部
の

あ
ち
こ
ち
に
龍
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、

中
国
大
陸
の
影
響
を
強
く
受
け
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　また
、
今
年
も
地
域
の
美
化
活

動
に
共
に
取
り
組
ん
で
い
る
イ
オ

ン
タ
ウ
ン
南
城
大
里
店
か
ら
弁
当

と
飲
み
物
な
ど
の
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　私は、平成26年12月から野の花に通っています。野の花での軽作業にも慣れた2年目の平成28年10月
からは、職員に勧められて通院患者リハビリテーション事業（通リハ）を利用して、野の花の近くにある
「めぐみ食堂」で週に2回、1日1時間、朝の開店前の掃除や準備をしています。最初は不安でいっぱいだっ
たけど、掃除をしたらこんなに心が気持ちいいんだと感じ、今では掃除をするのが楽しいです。また、家
族からも「がんばっているね。」と言われて嬉しくなります。
　職場の人は比嘉はつえさん、みどりさんがいます。にぎやかで親切なところが好きです。
　今後は、体調管理に気をつけて休まず掃除をがんばりたいです。
　通リハが休みの時には野の花でちんすこうの袋詰め作業やカラオケ、卓球などをして楽しく過ごして
います。
　私の将来の目標はレストランの仕事に就くことなので、目標達成のために「めぐみ食堂」でのお仕事を
これからも頑張っていきます。

大城 重光 さん

地域活動支援センター「野の花」利用体験記

～レストラン勤務を目指して～

首
里
城
見
学

行
っ
て
き
ま
し
た
！

ふれあいミニデイ訪問記ひろ子
が行く

！

　イスから立ち上がり、その場で再度イスに腰掛けようとした
ところ、他利用者が○○さんが移動すると
思い、善意でイスを少し後ろに下げた。そ
の為、後ろに転倒し腰と後頭部を床に打っ
てしまった。

イスを動かす時は声かけを忘れずに、
腰掛ける時にもイスをしっかり確認を
する！

　公民館（ムラヤー）へ徒歩にて向かう途中、道路
でつまずいて転倒。顔面をアスファルトに強く打ち、
額から鼻にかけてすり傷、打撲のあとがあった。
いつもは杖歩行だが、その日は杖を使うと歩きづら
いとの事で杖使用しなかった。

歩行中は、両手に荷物を持たない。
履きなれた靴を履く。転ばぬ先の杖。

滑りやすい床・タイヤ付きのテーブル
は、もたれると転倒の恐れがあります。
気をつけましょう！

　リズム体操をテーブルにもたれながら行っていたところ、
後方へバランスを崩し右手をつき転倒した。
　リズム体操をテーブルにもたれながら行っていたところ、
後方へバランスを崩し右手をつき転倒した。

　上記のように思わぬところで事故が起こった時には、病院を受診してもらう事もあります。家族へ連絡
したくても、連絡先がわからず、書記さんと一緒に近くのクリニックへ受診された例もありました。これ
をきっかけに、社協では　『“もしも” の時の緊急連絡先』を作成して速やかにご家族の方へ連絡が
出来るように、ご協力いただいております。

　地域ふれあいミニデイサービスは、高齢者ができる限り要介護状態になることなく、健康で
いきいきとした日常生活を送り、社会参加・自立生活の促進を図ることを目的に実施しています。
ミニデイに参加することで、下記の効果が期待できますよ。あなたも参加してみませんか？

ミニデイサービス事業関係スタッフで～す。

① 地域とのつながり　仲間づくり
② 悩み事相談　困りごと発見
③ 情報交換　情報提供　情報共有ができる
④ 参加者同士による見守り　支え合い
⑤ 介護予防　認知症予防
⑥ 孤立　閉じこもり防止（予防）
⑦ 地域、行政、社協が協働の場として一体となり、
　 課題解決に取り組むことができる。

　平成 30 年度を迎え、各地でミニデイの開所式がスタート致しました。こんにちは花城です。
　さて、生きがいづくりの居場所として大変喜ばれている地域ふれあいミニデイサービス事業！今年１年も、
元気で楽しく活動する為には、地域ボランティアさんは、私たち職員にとっても欠かせない存在でございます。
今年度も互いに支え合い、ミニデイサービスを盛り上げていきましょう (*^^)v　

ミニデイを楽しく過ごすために、
事故を未然に防ぐポイントを
確認しましょう♡

ケース１  公民館（ムラヤー）にてミニデイ活動中

ケース 2  ミニデイ活動中

ケース３  ミニデイサービスへ向かう際に

防 止 策

防 止 策

防 止 策

地域ミニデイサービスの効果

南城市 社協だより 平成30年5月7日平成30年5月7日 （12）第75号南城市 社協だより 第75号（13）
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　私は、平成26年12月から野の花に通っています。野の花での軽作業にも慣れた2年目の平成28年10月
からは、職員に勧められて通院患者リハビリテーション事業（通リハ）を利用して、野の花の近くにある
「めぐみ食堂」で週に2回、1日1時間、朝の開店前の掃除や準備をしています。最初は不安でいっぱいだっ
たけど、掃除をしたらこんなに心が気持ちいいんだと感じ、今では掃除をするのが楽しいです。また、家
族からも「がんばっているね。」と言われて嬉しくなります。
　職場の人は比嘉はつえさん、みどりさんがいます。にぎやかで親切なところが好きです。
　今後は、体調管理に気をつけて休まず掃除をがんばりたいです。
　通リハが休みの時には野の花でちんすこうの袋詰め作業やカラオケ、卓球などをして楽しく過ごして
います。
　私の将来の目標はレストランの仕事に就くことなので、目標達成のために「めぐみ食堂」でのお仕事を
これからも頑張っていきます。

大城 重光 さん

地域活動支援センター「野の花」利用体験記
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！

　イスから立ち上がり、その場で再度イスに腰掛けようとした
ところ、他利用者が○○さんが移動すると
思い、善意でイスを少し後ろに下げた。そ
の為、後ろに転倒し腰と後頭部を床に打っ
てしまった。

イスを動かす時は声かけを忘れずに、
腰掛ける時にもイスをしっかり確認を
する！

　公民館（ムラヤー）へ徒歩にて向かう途中、道路
でつまずいて転倒。顔面をアスファルトに強く打ち、
額から鼻にかけてすり傷、打撲のあとがあった。
いつもは杖歩行だが、その日は杖を使うと歩きづら
いとの事で杖使用しなかった。

歩行中は、両手に荷物を持たない。
履きなれた靴を履く。転ばぬ先の杖。

滑りやすい床・タイヤ付きのテーブル
は、もたれると転倒の恐れがあります。
気をつけましょう！

　リズム体操をテーブルにもたれながら行っていたところ、
後方へバランスを崩し右手をつき転倒した。
　リズム体操をテーブルにもたれながら行っていたところ、
後方へバランスを崩し右手をつき転倒した。

　上記のように思わぬところで事故が起こった時には、病院を受診してもらう事もあります。家族へ連絡
したくても、連絡先がわからず、書記さんと一緒に近くのクリニックへ受診された例もありました。これ
をきっかけに、社協では　『“もしも” の時の緊急連絡先』を作成して速やかにご家族の方へ連絡が
出来るように、ご協力いただいております。

　地域ふれあいミニデイサービスは、高齢者ができる限り要介護状態になることなく、健康で
いきいきとした日常生活を送り、社会参加・自立生活の促進を図ることを目的に実施しています。
ミニデイに参加することで、下記の効果が期待できますよ。あなたも参加してみませんか？

ミニデイサービス事業関係スタッフで～す。

① 地域とのつながり　仲間づくり
② 悩み事相談　困りごと発見
③ 情報交換　情報提供　情報共有ができる
④ 参加者同士による見守り　支え合い
⑤ 介護予防　認知症予防
⑥ 孤立　閉じこもり防止（予防）
⑦ 地域、行政、社協が協働の場として一体となり、
　 課題解決に取り組むことができる。

　平成 30 年度を迎え、各地でミニデイの開所式がスタート致しました。こんにちは花城です。
　さて、生きがいづくりの居場所として大変喜ばれている地域ふれあいミニデイサービス事業！今年１年も、
元気で楽しく活動する為には、地域ボランティアさんは、私たち職員にとっても欠かせない存在でございます。
今年度も互いに支え合い、ミニデイサービスを盛り上げていきましょう (*^^)v　

ミニデイを楽しく過ごすために、
事故を未然に防ぐポイントを
確認しましょう♡

ケース１  公民館（ムラヤー）にてミニデイ活動中

ケース 2  ミニデイ活動中

ケース３  ミニデイサービスへ向かう際に

防 止 策

防 止 策

防 止 策

地域ミニデイサービスの効果

南城市 社協だより 平成30年5月7日平成30年5月7日 （12）第75号南城市 社協だより 第75号（13）
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　私は、平成26年12月から野の花に通っています。野の花での軽作業にも慣れた2年目の平成28年10月
からは、職員に勧められて通院患者リハビリテーション事業（通リハ）を利用して、野の花の近くにある
「めぐみ食堂」で週に2回、1日1時間、朝の開店前の掃除や準備をしています。最初は不安でいっぱいだっ
たけど、掃除をしたらこんなに心が気持ちいいんだと感じ、今では掃除をするのが楽しいです。また、家
族からも「がんばっているね。」と言われて嬉しくなります。
　職場の人は比嘉はつえさん、みどりさんがいます。にぎやかで親切なところが好きです。
　今後は、体調管理に気をつけて休まず掃除をがんばりたいです。
　通リハが休みの時には野の花でちんすこうの袋詰め作業やカラオケ、卓球などをして楽しく過ごして
います。
　私の将来の目標はレストランの仕事に就くことなので、目標達成のために「めぐみ食堂」でのお仕事を
これからも頑張っていきます。

大城 重光 さん
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が行く

！

　イスから立ち上がり、その場で再度イスに腰掛けようとした
ところ、他利用者が○○さんが移動すると
思い、善意でイスを少し後ろに下げた。そ
の為、後ろに転倒し腰と後頭部を床に打っ
てしまった。

イスを動かす時は声かけを忘れずに、
腰掛ける時にもイスをしっかり確認を
する！

　公民館（ムラヤー）へ徒歩にて向かう途中、道路
でつまずいて転倒。顔面をアスファルトに強く打ち、
額から鼻にかけてすり傷、打撲のあとがあった。
いつもは杖歩行だが、その日は杖を使うと歩きづら
いとの事で杖使用しなかった。

歩行中は、両手に荷物を持たない。
履きなれた靴を履く。転ばぬ先の杖。

滑りやすい床・タイヤ付きのテーブル
は、もたれると転倒の恐れがあります。
気をつけましょう！

　リズム体操をテーブルにもたれながら行っていたところ、
後方へバランスを崩し右手をつき転倒した。
　リズム体操をテーブルにもたれながら行っていたところ、
後方へバランスを崩し右手をつき転倒した。

　上記のように思わぬところで事故が起こった時には、病院を受診してもらう事もあります。家族へ連絡
したくても、連絡先がわからず、書記さんと一緒に近くのクリニックへ受診された例もありました。これ
をきっかけに、社協では　『“もしも” の時の緊急連絡先』を作成して速やかにご家族の方へ連絡が
出来るように、ご協力いただいております。

　地域ふれあいミニデイサービスは、高齢者ができる限り要介護状態になることなく、健康で
いきいきとした日常生活を送り、社会参加・自立生活の促進を図ることを目的に実施しています。
ミニデイに参加することで、下記の効果が期待できますよ。あなたも参加してみませんか？

ミニデイサービス事業関係スタッフで～す。

① 地域とのつながり　仲間づくり
② 悩み事相談　困りごと発見
③ 情報交換　情報提供　情報共有ができる
④ 参加者同士による見守り　支え合い
⑤ 介護予防　認知症予防
⑥ 孤立　閉じこもり防止（予防）
⑦ 地域、行政、社協が協働の場として一体となり、
　 課題解決に取り組むことができる。

　平成 30 年度を迎え、各地でミニデイの開所式がスタート致しました。こんにちは花城です。
　さて、生きがいづくりの居場所として大変喜ばれている地域ふれあいミニデイサービス事業！今年１年も、
元気で楽しく活動する為には、地域ボランティアさんは、私たち職員にとっても欠かせない存在でございます。
今年度も互いに支え合い、ミニデイサービスを盛り上げていきましょう (*^^)v　

ミニデイを楽しく過ごすために、
事故を未然に防ぐポイントを
確認しましょう♡

ケース１  公民館（ムラヤー）にてミニデイ活動中

ケース 2  ミニデイ活動中

ケース３  ミニデイサービスへ向かう際に

防 止 策

防 止 策

防 止 策

地域ミニデイサービスの効果
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事業所
職域募金
学童募金

募金箱

（資）日清ビル管理
おひさま保育園
玉城中学校
大里中学校
チャーリーレストラン
ファミリープラザ丸大佐敷店
南城市福祉センター

50,000 円
12,000 円

8,890 円
5,190 円
4,711 円

14,383 円
1,268 円

募金協力者
平成30年2月23日～3月31日受付 平成29年度実績総額

募金種別 募金額

　今年度から、ワンポイントトレーニングのページを担当いたします。
仲程と申します。市民の皆さんが健康な生活を送って頂けるように、
１年通して“身体の不具合を吹き飛ばせ”をテーマに、いろいろなエ
クササイズをご紹介いたします。
　“四十肩”や“五十肩”はお聞きしたことがあると思いますが、正式名称
は『肩関節周囲炎』といって、肩関節のなんらかの不具合によって起きる
炎症の一つを指します。
　肩関節は、腕をグルグルと回すことができる関節なので、いろいろな筋肉がサポートをし
て成り立っています。
　大人になると、床に手をついて這いつくばることもなくなりますし、木登りや鉄棒もしま
せんので、肩周囲の筋量・筋力の低下が起こりやすくなります。
　生活動作（食器洗いや料理の際など）やお仕事（デスクワークなど）の姿勢では、腕を
前に出すことも多いので、肩の位置が前方に出て骨の位置が悪くなることもあります。
　筋量・筋力の低下や骨の位置のバランスが影響して、肩周囲の炎症が起きやすくなります。
　ちょうど４０代・５０代がその影響を受けやすいので、“四十肩”、“五十肩”と言われる由
縁なのかもしれませんね。（実際は、なぜ四十肩・五十肩と言われているかは不明です。あ
くまでも通称ということです）
　痛みがひかない場合は、一度病院受診をすることをお勧めいたします。

健康運動指導士

ワ ン ン トポ イ
しょうへいの■ 身体の不具合を吹き飛ばせ

　　　　  ～四十肩・五十肩編～

肩関節の動きの改善

肘を肩と同じ高さまで上
げ壁につけたら、身体を
少し前へ踏み出します。
胸が伸ばされるのを感じ
ながら、20秒～30秒
キープしましょう。

肘と体の間に手（タオル）を挟み、
肘が手から離れないように上の腕
を回すように手を上げます。
これを、10回～20回行います。

背筋を伸ばし両手を肩と同じ高さまで上
げたら、胸に向けてタオルを引きます。10
回～20回行いましょう。コツは背中の骨
（肩甲骨）を寄せるように動かしましょう。

※肩に痛みがある方は控えましょう。

ご寄付ありがとうございました。ご寄付ありがとうございました。
一
般
寄
付

日付 寄付者ご芳名 金額（円） 住　所 摘　要

照 屋 盛 敬 様 34,288 南城市玉城字喜良原 一般寄付金として

寄
贈

日付
4月17日

寄贈者 寄贈品
匿 名 お米券（11枚）

生活に困っている人のために

香
典
返
し

日付
2月28日
3月14日
3月22日

寄付者ご芳名 金額（円） 住　所 摘　要
銘 苅 初 子 様
仲 西 美 代 子 様
山 入 端 繁 治 様

100,000
50,000
100,000

２口 1,000円当間（大里）

南城市玉城字前川
南城市大里字古堅（福原）
南城市玉城字喜良原

故夫　春福様の香典返し
故夫　弘様の香典返し
故母　ハル様の香典返し

平成29年度社協会員加入報告（追加分）

戸別会員

4月11日

★無料法律相談★
【相談日】　　　  【場所】　　　　　　　　　  　　【要予約】　電話　８８２－８００８　　
★5月20日 （日）　総合保健福祉センター（大里）　　※６月事務所移転につき電話番号の　　
★6月  7日 （木）　老人福祉センター（佐敷）　　　　　変更がある予定です。　
★6月21日 （木）　総合保健福祉センター（大里）　  【相談時間】　午後２時～４時
★7月  5日 （木）　老人福祉センター（佐敷）　　　  【受付件数】　１日４件まで（１件３０分）

一人で抱え込んでいませんか？

座波和弘氏南  しのぶ氏喜屋武  力氏上原浩一氏

開設日は偶数月の第
１・第３木曜日
奇数月は第１木曜日
と第３日曜日になり
ます。祝祭日の際は
変更になります。

平成29年度 赤い羽根共同募金実績報告

戸別募金
職域募金
学童募金
事業所募金
街頭募金
募金箱・その他
県受付分

3,480,900 円
998,022 円
310,816 円

2,452,545 円
143,800 円
101,610 円

95,050 円
7,582,743 円

募金種別 募金実績額

実績総額（最終） 7,582,743円　目標額に対する達成率  100.57％

トレー
  ニング
トレー
  ニング

合 計 額

南城市 社協だより （14）第75号南城市 社協だより 第75号（15） 平成30年5月7日平成30年5月7日
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